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要　　　約

縄文時代早期条痕文期の炉跡及び土坑が検出された。炉跡はいずれも被熱しており、長
期間にわたり使用されていたものと考えられる。また第４号炉穴からは、多量の早期条
痕文系土器が出土し、出土状況から意図的に廃棄したものと考えられる。
中世は、板碑片が出土した土坑が検出されている。
遺物は、細片のため大半が図示できなかったが、縄文時代早期条痕文系土器、石器、板
碑片が出土している。
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